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運用報告書（全体版） 

Ｊ・エクイティ 

 

愛称：Ｋ2000 

 
 

第39期（決算日：2019年９月17日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「Ｊ・エクイティ」は、去る９月

17日に第39期の決算を行いました。ここに謹んで運

用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／国内／株式  特化型  

信託期間 無期限（2000年４月７日設定） 

運用方針 
ファミリーファンド方式により、日経平均株
価指数を上回る投資成果を目指します。 

主要運用対象 

ベ ビ ー
ファンド 

Ｊ・エクイティ マザーファンド
受益証券 

マ ザ ー
ファンド 

わが国の株式 

運用方法 

・新しいバリュー投資の観点から、わが国の
企業の株式に投資を行います。 

・委託会社の信託報酬に、実績報酬制を導入
します。 

主な組入制限 

ベ ビ ー
ファンド 

・株式への実質投資は、制限を設
けません。 

・株式以外の資産への実質投資
は、原則として信託財産総額の
50％以下とします。 

マ ザ ー
ファンド 

・株式への投資は、制限を設けま
せん。 

・株式以外の資産への投資は、原
則として信託財産総額の50％
以下とします。 

分配方針 

毎年３月16日および９月16日（休業日の場合
は翌営業日）に決算を行い、収益分配方針に
基づいて分配を行います。分配対象額の範囲
は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価
益を含みます。）等の全額とします。基準価額
水準・市況動向等を勘案して、分配金額を決
定します。（ただし、分配対象収益が少額の場
合には分配を行わない場合もあります。） 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

 

◆ファンドは特化型運用を行います。一般社団法人投資信託協会は信
用リスク集中回避を目的とした投資制限（分散投資規制）を設けて
おり、投資対象に支配的な銘柄（寄与度＊が10％を超える又は超える
可能性の高い銘柄）が存在し、又は存在することとなる可能性が高
いものを、特化型としています。 

◆ファンドは、日経平均株価指数をベンチマークとして運用しており
ます。日経平均株価指数には、指数に対する寄与度が10％を超える
又は超える可能性の高い支配的な銘柄が存在するため、特定の銘柄
への投資が集中することがあり、当該支配的な銘柄に経営破綻や経
営・財務状況の悪化が生じた場合には、大きな損失が発生すること
があります。 
＊寄与度とは、投資対象候補銘柄の時価総額の合計額における一発行体あたり
の時価総額が占める比率または運用管理等に用いる指数における一発行体あ

たりの構成比率を指します。 
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Ｊ・エクイティ

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 日 経 平 均 株 価 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ 円 ％ ％ ％ 百万円 

35期(2017年９月19日) 8,453 10 12.2 20,299.38 3.6 96.9 － 7,111 

36期(2018年３月16日) 9,271 10 9.8 21,676.51 6.8 97.2 － 7,286 

37期(2018年９月18日) 9,270 10 0.1 23,420.54 8.0 97.3 － 7,033 

38期(2019年３月18日) 8,072 10 △12.8 21,584.50 △7.8 97.9 － 5,823 

39期(2019年９月17日) 8,504 10 5.5 22,001.32 1.9 98.5 － 5,951 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注）日経平均株価（日経２２５）とは、東京証券取引所第一部上場銘柄のうち代表的な225銘柄を対象として日本経済新聞社により算出、公

表される株価指数です。当指数は、増資・権利落ち等の市況とは無関係の株価変動要因を修正して連続性を持たせたもので、わが国の

株式市場動向を継続的に捉える指標として、広く利用されています。日経２２５に関する知的財産権その他一切の権利は日本経済新聞

社に帰属します。日本経済新聞社は、日経２２５の内容を変える権利および公表を停止する権利を有しています。当ファンドは、委託

会社等の責任のもとで運用されるものであり、日本経済新聞社は、その運用および当ファンドの取引に関して、一切の責任を負いませ

ん。日本経済新聞社は、日経平均株価（日経２２５）を継続的に公表する義務を負うものではなく、公表の誤謬、遅延または中断に関

して、責任を負いません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
   

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 日 経 平 均 株 価 指 数 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ 円 ％ ％ ％ 

2019年３月18日 8,072 － 21,584.50 － 97.9 － 

３月末 8,073 0.0 21,205.81 △1.8 97.1 － 

４月末 8,589 6.4 22,258.73 3.1 97.4 － 

５月末 7,949 △1.5 20,601.19 △4.6 96.4 － 

６月末 8,127 0.7 21,275.92 △1.4 96.4 － 

７月末 8,396 4.0 21,521.53 △0.3 97.2 － 

８月末 8,116 0.5 20,704.37 △4.1 97.8 － 

(期  末)       

2019年９月17日 8,514 5.5 22,001.32 1.9 98.5 － 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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Ｊ・エクイティ

運用経過
第39期：2019年３月19日～2019年９月17日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

第 3 9 期 首 8,072円
第 3 9 期 末 8,504円
既払分配金 10円
騰 落 率 5.5％

（分配金再投資ベース）

（円） （百万円）
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ベンチマーク：左目盛

Ｊ・エクイティ
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Ｊ・エクイティ

基準価額の主な変動要因

基準価額は期首に比べ5.5％（分配金再投資ベース）の上昇とな
りました。

基準価額の動き

ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（1.9％）を3.6％
上回りました。

ベンチマークとの差異

米中貿易問題への過度な懸念が後退したことや欧州中央銀行（Ｅ
ＣＢ）の金融緩和政策の強化などを受けて、国内企業への過度な
業績不安が後退したことなどから国内株式市況が上昇したことが
基準価額の上昇要因となりました。

上昇要因

米中通商交渉において再度先行き不透明感が台頭し、米中貿易問
題の深刻化により国内企業の業績不安が高まったため、国内株式
市況が一時的に下落したことなどが基準価額の一時的な下落要因
となりました。

下落要因

銘柄要因
上位５銘柄・・・ 第一三共、任天堂、エムスリー、ソフトバンクグループ、ＴＩＳ
下位５銘柄・・・ アドバンテスト、村田製作所、昭和電工、キーエンス、リログループ

Ｊ・エクイティ
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Ｊ・エクイティ

第39期：2019年３月19日～2019年９月17日

投資環境について

  国内株式市況
国内株式市況は上昇しました。
期首から2019月８月下旬にかけては、米
連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）が金融緩
和方向に動いたことが好感された一方、
一時は楽観視されていた米中通商交渉に
おいて再度先行き不透明感が台頭し、米
中貿易問題が深刻化すれば国内企業の業
績不安が高まることなどから下落しまし

た。
９月上旬から期末にかけては、ドイツの
財政出動への期待が高まったことや、米
中貿易問題への過度な懸念が後退したこ
と、ＥＣＢの金融緩和政策の強化などを
受けて、国内企業への過度な業績不安が
後退したことなどから、国内株式市況は
上昇しました。

当該投資信託のポートフォリオについて

  Ｊ・エクイティ
Ｊ・エクイティ　マザーファンド（以下
マザーファンド）受益証券の組入比率を
高位に保ちました。

  Ｊ・エクイティ　マザーファンド
新しいバリュー投資＊の観点から、わが国
の企業の株式に投資を行いました｡
＊ 新しいバリュー投資とは、株価収益率（ＰＥＲ）、
株価純資産倍率（ＰＢＲ）などの従来からの割安
判断指標に加え、企業の成長ステージに応じた判
断指標を使用することで、あらゆる成長ステージ
から割安銘柄の発掘が可能となるとともに、従来
の考え方ではグロース銘柄に分類される銘柄も投
資対象に含まれます。

コア・ポートフォリオ（基本投資比率
85％程度）は、主として東証一部上場の
大中型銘柄の中から、投資価値に対して

割安と判断される企業に投資を行ってい
ます。基準価額の変動を常にチェックし、
安定した成長をめざした運用を行ってい
ます。ノン・コア・ポートフォリオ（基
本投資比率15％程度）は、主として東証
一部上場小型・二部上場、ＪＡＳＤＡＱ
上場、マザーズ上場銘柄の中から、成長
性に富み次世代の日本を担う企業へ投資
を行っています。投資比率は期を通して
コア・ポ－トフォリオ85％程度、ノン・
コア・ポートフォリオ15％程度を維持し
ました。
銘柄選定にあたっては、企業訪問などに
よる定性分析、財務分析による定量分析
を通じ、事業分野・経営戦略・経営資
源・成長性・競争力・バリュエーション

Ｊ・エクイティ
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Ｊ・エクイティ

など複数の基準により企業の投資価値を
多面的に判断し、ポートフォリオに組み
入れる銘柄を選定しました。
コア・ポートフォリオでは、競争激化懸
念が和らいだＫＤＤＩや工場自動化など
による業績拡大が期待できる安川電機な
どを新規に組み入れました。また、新薬
開発への期待が後退したエーザイや業績
の低迷が想定される小松製作所などを全
株売却しました。ノン・コア・ポート

フォリオでは、会社の業績予想が保守的
であると判断したＭＡＲＵＷＡや新薬開
発が期待されるＪＣＲファーマなどを新
規に組み入れました。また、業績悪化懸
念が出たエイチ・アイ・エスやイトクロ
などを全株売却しました。コア・ポート
フォリオとノン・コア・ポートフォリオ
を合わせて26銘柄を新規に組み入れ、38
銘柄を全株売却しました。

第一三共、任天堂をベンチマークに対してオーバーウェイトとしていたことがプラスに寄与
しました。

マイナス要因
業種配分要因
情報・通信業をベンチマークに対してオーバーウェイトとしていたことがマイナスに影響し

当該投資信託のベンチマークとの差異について

  Ｊ・エクイティ
ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率
（1.9％）を3.6％上回りました。
主な差異要因
マザーファンド保有以外の要因
信託報酬等のコストがマイナス要因となりました。

マザーファンド保有による要因
プラス要因
業種配分要因
医薬品をベンチマークに対してアンダーウェイトとし
ていたことがプラスに寄与しました。
銘柄選択要因

※ファンドの騰落率は分配金込みで計算して
います。

（％）

2019/３/18 ～ 2019/９/17
0.0

2.0

4.0

6.0

基準価額（ベビーファンド）と
ベンチマークの対比（騰落率）

Ｊ・エクイティ

― 5 ―

02_コメント-費用-TER_10pt_789347.indd   502_コメント-費用-TER_10pt_789347.indd   5 2019/10/29   9:32:222019/10/29   9:32:22



8

Ｊ・エクイティ

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準・市況動向等を勘案し、次表の通りとさせていただき
ました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に留保し、運用の
基本方針に基づいて運用します。

ました。
銘柄選択要因
アドバンテストをベンチマークに対してアンダーウェイト、村田製作所をオーバーウェイト
としていたことがマイナスに影響しました。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第39期
2019年３月19日～2019年９月17日

当期分配金（対基準価額比率） 10（0.117％）

当期の収益 10

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 423

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

Ｊ・エクイティ
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Ｊ・エクイティ

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

  Ｊ・エクイティ
引き続き、主として、Ｊ・エクイティ　
マザーファンド受益証券を投資対象とし
て運用を行います。これまでと同様、マ
ザーファンドの組入比率を高位に保つ方
針です。

  Ｊ・エクイティ　マザーファンド
引き続き、企業を成長ステージ別に分類
し、それぞれの成長ステージに応じた企
業の投資価値を多面的に判断し、組入銘
柄の厳選に努めます。株式組入比率につ
いては95％以上の水準を維持する方針で
す。
当面の株式市況は、米中貿易摩擦問題の
動向により不安定な展開を想定します。
しかし、以下の５つの観点に加え、各国
の金融政策は緩和方向にあることなどか

ら、中期的に見れば堅調な経済環境を想
定します。①米国経済は成長が鈍化する
可能性はあるものの労働市場環境が良好
であり堅調に推移すると考えられること。
②中国における景気刺激策の効果が徐々
に発現すると期待できること。③グロー
バルにみて、ＩｏＴ（Internet of Things）
需要や省力化投資の需要なども引き続き
強いと考えること。④国内企業の投資意
欲も潜在的には高いことに加え、国内の
労働市場環境も良好な状況が続いている
ため、徐々に消費への波及効果が期待さ
れること。⑤日本政府による消費税率引
き上げなどに向けての様々な景気刺激策
の効果が徐々に期待できると考えられる
こと。引き続き、株価のバリュエーショ
ンなどに留意し、企業調査を通じて銘柄
の厳選を継続する所存です。

Ｊ・エクイティ
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Ｊ・エクイティ

2019年３月19日～2019年９月17日

１万口当たりの費用明細

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 95 1.164 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (47) (0.568) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (44) (0.542) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) ( 4) (0.054) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 3 0.033 (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) ( 3) (0.033)

(ｃ)そ の 他 費 用 0 0.002 (ｃ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) ( 0) (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) ( 0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 98 1.199

期中の平均基準価額は、8,201円です。

Ｊ・エクイティ
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（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は2.32％です。

（注） 費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注） 各比率は、年率換算した値です。
（注） 前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

運用管理費用（販売会社）
1.08％

運用管理費用（投信会社）
1.13％

総経費率
2.32％

その他費用
0.00％

運用管理費用（受託会社）
0.11％

Ｊ・エクイティ
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Ｊ・エクイティ

○売買及び取引の状況 (2019年３月19日～2019年９月17日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
Ｊ・エクイティ マザーファンド 1,449 2,532 140,185 251,644 

 
 
 

○株式売買比率 (2019年３月19日～2019年９月17日) 

 

項 目 
当 期 

Ｊ・エクイティ マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 2,676,062千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 6,016,943千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.44   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年３月19日～2019年９月17日) 

 

＜Ｊ・エクイティ＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜Ｊ・エクイティ マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 1,248 191 15.3 1,427 390 27.3 

平均保有割合 94.4%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

 

＜Ｊ・エクイティ マザーファンド＞ 

種     類 買 付 額 

 百万円 
株式 0.25 

   

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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Ｊ・エクイティ

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 1,944千円 
うち利害関係人への支払額（B） 416千円 

（B）／（A） 21.4％   
 

（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2019年９月17日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

Ｊ・エクイティ マザーファンド 3,324,057 3,185,321 5,942,535 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2019年９月17日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

Ｊ・エクイティ マザーファンド 5,942,535 98.5 

コール・ローン等、その他 92,971 1.5 

投資信託財産総額 6,035,506 100.0 
 
 
 

 

親投資信託残高 
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Ｊ・エクイティ

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年９月17日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 6,035,506,685   

 コール・ローン等 81,338,447   

 Ｊ・エクイティ マザーファンド(評価額) 5,942,535,445   

 未収入金 11,632,793   

(B) 負債 83,792,963   

 未払収益分配金 6,998,450   

 未払解約金 8,643,820   

 未払信託報酬 68,024,000   

 未払利息 148   

 その他未払費用 126,545   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 5,951,713,722   

 元本 6,998,450,219   

 次期繰越損益金 △1,046,736,497   

(D) 受益権総口数 6,998,450,219口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 8,504円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 7,214,580,129円 

期中追加設定元本額 8,947,610円 

期中一部解約元本額 225,077,520円 

また、１口当たり純資産額は、期末0.8504円です。 

 

○損益の状況 (2019年３月19日～2019年９月17日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       15,126   

 受取利息 52   

 支払利息 △       15,178   

(B) 有価証券売買損益 377,610,442   

 売買益 381,563,524   

 売買損 △    3,953,082   

(C) 信託報酬等 △   68,150,666   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 309,444,650   

(E) 前期繰越損益金 △  581,308,127   

(F) 追加信託差損益金 △  767,874,570   

 (配当等相当額) (      7,526,174)  

 (売買損益相当額) (△  775,400,744)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △1,039,738,047   

(H) 収益分配金 △    6,998,450   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △1,046,736,497   

 追加信託差損益金 △  767,874,570   

 (配当等相当額) (      7,576,407)  

 (売買損益相当額) (△  775,450,977)  

 分配準備積立金 288,859,183   

 繰越損益金 △  567,721,110   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は1,046,736,497円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2019年３月19日～ 
2019年９月17日 

費用控除後の配当等収益額 46,199,971円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 7,576,407円 

分配準備積立金額 249,657,662円 

当ファンドの分配対象収益額 303,434,040円 

１万口当たり収益分配対象額 433円 

１万口当たり分配金額 10円 

収益分配金金額 6,998,450円 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 10円 
 
◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、2019年９月17日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※ NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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